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特
集4〜5 写真で見る県大会・妙高市大会

第34回能生地域対抗駅伝競走大会（糸魚川市）
小学生から一般まで８区間約22㎞を襷でつなぎ、地域と世代の垣根を越えた交流と親睦を深めています。

２……… トピックス 本紙　第１回編集委員会開催
３……… 視 点 「百見は一体験に如かず？」	 新潟県小中学校ＰＴＡ連合会　事務局長　山下あい子

ひ ろ ば 「まだまだ人生挑戦中」	 聖籠町社会教育委員　藤間　　殖
掲 示 板 「第38回全国公民館研究集会神奈川大会　第57回関東甲信越静公民館研究大会」開催

6……… 実践記録シリーズ 「日本語交流教室　参加者募集中」　南魚沼市　牛木　　治

7……… サークル交流 「手作りで楽しさいっぱい」（新発田市）／「笑って楽しくピンポンで」（上越市）
素 顔 拝 見 石倉　　泰さん（佐渡市）／斎藤　祐之さん（阿賀町）

８……… お元気ですか 「趣味と特技を生かして地域と関わる」　妙高市・望月　志伸さん
ネットワーク



2６月22日㈬　県生涯学習県民フォーラム実行委員会　県庁　事務局長出席 ひとくち情報

本
紙  
第
１
回
編
集
委
員
会
開
催

▶
T

O
P

IC
S

　

本
紙
の
第
１
回
編
集
委
員
会
が
、

７
月
７
日（
木
）に
新
潟
市
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

�

〈
出
席
委
員
７
／
８
名
出
席
〉

　
小
林　
朋
広（
県
推
進
セ
ン
タ
ー
）

　
丸
山　
聖
乃（
上
越
市
）

　
高
橋　
達
也（
柏
崎
市
）

　
伊
藤　
英
策（
新
発
田
市
）

　
鴨
井　
理
紗（
新
潟
市
）

　
伊
藤　
義
則（
新
潟
市
）

　
田
原　
　
理（
事
務
局
）

　
本
年
度
の
第
１
回
目
の
会
議
で
あ

り
、委
員
定
数
８
人
中
、新
委
員
が
６

名
で
あ
る
こ
と
か
ら

１　
自
己
紹
介

２　

�

編
集
の
基
本
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、後
期

の
編
集
に
つ
い
て
協
議
と
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
紙
面
の
構
成
と
原
則

　
〈
表
紙
〉

　
・
カ
ラ
ー
印
刷
を
継
続
す
る
。

　
・
公
民
館
の
活
動
写
真
が
原
則
。

　
・
人
物
が
写
っ
て
い
る
こ
と
。

　
〈
ト
ピ
ッ
ク
ス
〉

　
・
編
集
長
が
執
筆

　
〈
視
点
〉

　
・�

県
内
の
公
民
館
等
の
関
係
者
を

選
抜
す
る
。
専
門
的
立
場
の
意

見
を
掲
載
す
る
。

　
〈
実
践
シ
リ
ー
ズ
〉

　
・�

県
内
の
公
民
館
事
業
等
で
成
果

を
上
げ
て
い
る
実
践
を
選
抜
し

て
紹
介
す
る
。

　
〈
特
集
〉

　
・
年
間
計
画
に
よ
り
掲
載
す
る
。

　
〈
ひ
ろ
ば
〉

　
・�

市
町
村
の
公
運
審
委
員
を
中
心

に
掲
載
す
る
。

　
〈
お
元
気
で
す
か
〉

　
・�

現
職
を
退
職
し
た
後
、元
気
に

様
々
な
活
動
を
し
て
い
る
人
が

執
筆
、掲
載
す
る
。

　
〈
そ
の
他
〉

　
・�

掲
示
板
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
は

編
集
長
が
執
筆
す
る
。

　
紙
面
構
成
に
つ
い
て
は
、２
月
に
行

わ
れ
た
第
２
回
編
集
委
員
会
で
現
状

を
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
協
議
の
主
な
意
見

　
・�

新
人
で
す
が
、毎
月
の
月
報
で

勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。読
み
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　
・�

月
に
よ
っ
て
は
同
一
市
町
村

で
執
筆
者
や
記
事
が
重
な
る

こ
と
が
あ
る
の
で
調
整
し
た

方
が
よ
い
。

　
　

�

執
筆
順
の
他
に
、「
視
点
」と
か

「
実
践
シ
リ
ー
ズ
」と
か
の
掲
載

が
重
な
る
こ
と
は
避
け
た
方
が

よ
い
。

　
・�

編
集
後
記（
事
務
局
長
の
つ
ぶ

や
き
）は
読
む
楽
し
み
が
あ
る
。

　
各
市
町
村
の
執
筆
割
当
に
つ
い
て

は
委
員
全
員
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
次
の

と
お
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
〈
公
民
館
月
報
原
稿
執
筆
割
当
〉

　
期
間：平
成
28
年
10
月
～

　
　
　
　
　
　
平
成
29
年
９
月

　
原
稿
執
筆
に
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
次
回
の
編
集
委
員
会
は
平
成
29
年

２
月
の
予
定
で
す
。

公民館月報原稿執筆割当一覧

月　号 表　紙 ひろば サークル交流 素顔拝見 お元気ですか

H28年10月 佐 渡 市 南魚沼市 五 泉 市 小千谷市 粟島浦村 関 川 村 見 附 市

　　 11月 新 潟 市 胎 内 市 聖 籠 町 出雲崎町 加 茂 市 妙 高 市 柏 崎 市

　　 12月 阿 賀 町 十日町市 弥 彦 村 胎 内 市 阿賀野市 魚 沼 市 五 泉 市

H29年１月 村 上 市 田 上 町 新 潟 市 長 岡 市 新発田市 上 越 市 佐 渡 市

　　 ２月 阿賀野市 糸魚川市 津 南 町 刈 羽 村 長 岡 市 小千谷市 阿 賀 町

　　 ３月 粟島浦村 新 潟 市 柏 崎 市 燕 市 五 泉 市 三 条 市 南魚沼市

　　 ４月 魚 沼 市 新発田市 阿賀野市 十日町市 聖 籠 町 新 潟 市 上 越 市

　　 ５月 加 茂 市 刈 羽 村 糸魚川市 関 川 村 出雲崎町 津 南 町 胎 内 市

　　 ６月 上 越 市 燕 市 田 上 町 南魚沼市 弥 彦 村 湯 沢 町 新 潟 市

　　 ７月 長 岡 市 三 条 市 村 上 市 加 茂 市 糸魚川市 見 附 市 魚 沼 市

　　 ８月 関 川 村 村 上 市 三 条 市 新 潟 市 柏 崎 市 燕 市 長 岡 市

　　 ９月 湯 沢 町 妙 高 市 見 附 市 新発田市 新 潟 市 佐 渡 市 小千谷市

平成28年10月～29年９月

№762（第３種郵便物認可） 	 平成28年８月15日

熱心な協議



3 ひとくち情報 ６月30日㈭　新潟市中央公民館運営審議会　新潟市中央公民館　事務局長出席

ひろばひろば

新潟県小中学校ＰＴＡ連合会
事務局長　山下あい子

文
化
祭
へ
の
地
域
サ
ー
ク
ル
団
体
の

出
演
等
の
取
組
を
行
っ
た
。
地
域
の

公
民
館
の
方
と
一
緒
に
、あ
れ
こ
れ

と
工
夫
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
る
面

白
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
、大
変
幸

運
で
あ
っ
た
。

今
は
、画
像
や
動
画
が
手
軽
に
見

ら
れ
、そ
れ
を
見
た
だ
け
で
、知
っ
て

い
る
つ
も
り
、簡
単
に
で
き
そ
う
な

ど
と
勘
違
い
し
て
し
ま
う
。し
か
し
、

自
分
で
や
っ
て
み
る
と
難
し
い
。
実

際
に
体
験
し
て
み
て
初
め
て
感
じ
た

り
気
付
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。

百
見
は
一
体
験
に
如
か
ず（
？
）な
の

だ
と
思
う
。

だ
か
ら
、予
測
の
難
し
い
現
代
社

会
を
生
き
抜
い
て
い
く
た
め
に
は
、

大
人
も
子
ど
も
も
、多
様
な
活
動
に

ト
ラ
イ
し
、実
際
に
汗
を
流
し
、失
敗

も
し
て
、支
援
さ
れ
な
が
ら
成
功
す

る
と
い
う
経
験
を
積
ん
で
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
思
う
。

家
庭
の
経
済
力
の
二
極
化
が
進
む

中
、誰
で
も
参
加
可
能
な
、多
様
性
の

あ
る
体
験
の
場
や
機
会
を
提
供
で
き

る
公
民
館
に
対
す
る
期
待
は
大
き

い
。
公
民
館
が
社
会
福
祉
団
体
や
学

校
等
と
も
さ
ら
に
連
携
し
、子
ど
も

も
高
齢
者
も
、子
育
て
中
で
も
参
加

し
や
す
い
事
業
や
シ
ス
テ
ム
が
増
え

た
ら
あ
り
が
た
い
。
数
年
後
、あ
れ

も
こ
れ
も
と
参
加
で
き
る
日
が
楽
し

み
で
あ
る
。

こ
の
春
に
中
学
校
で
退
職
し
、改

め
て
学
校
教
育
を
外
か
ら
見
つ
め
な

が
ら
勤
務
し
て
い
る
。
学
校
で
は
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
、食
育
、特
別
支
援
教

育
、芸
術・
文
化
関
係
な
ど
、多
方
面

で
公
民
館
と
連
携
し
て
の
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
公
民
館
か
ら
の
予
算

的
な
支
援
や
多
彩
な
講
師
派
遣
も
あ

り
が
た
く
、ま
た
、自
由
度
の
高
い
活

動
が
で
き
る
こ
と
も
魅
力
で
あ
る
。

例
え
ば
、昼
休
み
に
学
校
で
プ
ロ

の
漫
画
家
か
ら
実
技
指
導
、発
達
障

が
い
へ
の
理
解
を
深
め
る
相
談
会
、

「
百
見
は
一
体
験
に
如
か
ず
？
」

　

仕
事
を
定
年
退
職
し
て
十
数
年
、

良
く
会
う
人
に「
今
は
何
を
し
て
い

る
の
？
」と
声
を
掛
け
ら
れ
ま
す
。私

は
半
分
笑
い
な
が
ら「
も
っ
ぱ
ら
認

知
症
防
止
の
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
専
念
し
て
い
ま
す
よ
！！
」と
答

え
る
様
に
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
や
趣
味
を

通
し
て
地
域
の
人
達
と
の
交
流
な
ど

は
、身
体
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ

れ
、い
つ
ま
で
も
活
性
化
さ
れ
る
秘

訣
で
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
特

に
子
ど
も
達
か
ら
は
大
き
な
元
気
を

貰
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、行
政
な
ど
の
主
導
に
よ
る

婚
活
イ
ベ
ン
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
が
、私
達
の
青
年
期
に
は
地
域
の

青
年
団
や
四
Ｈ
ク
ラ
ブ
な
ど
の
活
動

が
活
発
で
、そ
こ
に
自
然
と
男
女
の

出
会
い
が
あ
り
、多
く
の
カ
ッ
プ
ル

誕
生
を
目
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
は
そ
の
地
域
に
お
け
る
社

会
教
育
関
係
者
の
尽
力
も
大
き

か
っ
た
よ
う
に
感
じ
、若
き
青
春
時

代
が
懐
か
し
く
想
い
出
さ
れ
て
来
ま

す
。
あ
の
時
の
よ
う
な
活
動
が
現
在

に
通
用
す
る
か
は
甚
だ
疑
問
を
覚
え

な
が
ら
も
、ま
だ
古
希
を
少
し
超
え

た
人
生
の
青
春
に
、只
今
挑
戦
し
て

い
ま
す
。

掲示板 HOT NEWS 第38回全国公民館研究集会神奈川大会
第57回関東甲信越静公民館研究大会 in さがみはら　開催

大�会テーマ　「今、なぜ公民館が必要とされて
いるのか？」～公民館の存在意義を問う～
　（１）日時　平成28年８月25日㈭・26日㈮
　（２）会場　神奈川県相模原市　全体会場
� 相模女子大学グリーンホール 
　　 分科会会場　相模原市内５会場
　（３）内容
　　①基調講演「公民館の本質と役割

　　　～地域再生・未来への挑戦～」
� 講師：東京大学教授　牧野　篤　氏
　　②パネルディスカッション
　　　「公民館が果たす　ひとづくり・まちづくり」
　　③分科会　９会場分散
　　　第９分科会
　　　　発表　新潟県代表　阿部　修造氏
� （三条市中央公民館）

聖籠町社会教育委員 
藤間　　殖

「まだまだ
� 人生挑戦中」

№762（第３種郵便物認可） 	 平成28年８月15日 



4７月６日㈬　社団懇幹事会　小中PTA事務所　事務局長出席 ひとくち情報

特
集

　

第
67
回
新
潟
県
公
民
館
大
会
が
７
月
15
日（
金
）、妙
高
市

文
化
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
の
模
様
を

記
録
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

１　
早
朝
、県
内
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
続
々
と

２　
開
会
式

　
⑴
主
催
者
挨
拶

各市町村のマイクロバスが続々と到着しました

朝の受付は大にぎわいです

大会実行委員長あいさつ  山本  毅氏（妙高市公民館長）

大会会長あいさつ　早川寿男氏（県公連会長）

　

�　

主
催
者
と
し
て
、新
潟
県
教
育
委
員
会・
教
育
次
長　

高

橋
和
已
氏
が
、開
催
地
の
妙
高
市
副
市
長　

市
川
達
孝
氏

が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　
⑵
来
賓

　
⑶
永
年
勤
続
者
表
彰

　

�　

10
年
以
上
に

わ
た
り
公
民
館

の
発
展
に
寄
与

し
た
38
名（
出

席
25
名
）に
表

彰
さ
れ
、記
念

品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

来賓は９名の方々を全員紹介しました
立っているのは新任のＮＨＫ新潟支局長

鈴木　仁氏

地元の陶芸家　高井　進氏作「妙高焼」
額入り、大会名プレート付き

３　
記
念
講
演

　
講
師
は
、東
京
大
学　
教
授　
牧
野　
篤
氏
。
ま
ち
づ
く
り

や
高
齢
化
社
会
と
過
疎
化
問
題
の
専
門
家
で
、今
回
の
講
演

で
は
こ
れ
ら
の
こ
と
に
若
者
が
い
か
に
か
か
わ
る
か
と
い
う

視
点
で
熱
の
こ
も
っ
た
講
演
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
日
程
の

関
係
で
十
分
な
講
演
時
間
が
確
保
で
き
ず
、説
明
用
資
料
を

か
な
り
省
略
す
る
な
ど
し

て
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
大
会
終
了
後
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、時
間
不

足
を
指
摘
し
て「
も
っ
と

お
話
を
聞
き
た
か
っ
た
」

と
い
う
意
見
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。

　

講
演
は
具
体
的
な
事
例

を
多
く
提
示
し
て
、大
変

受賞者全員に賞状が授与されました

受賞者代表　外ノ池　一氏のあいさつ熱い語り口　牧野　篤氏

№762（第３種郵便物認可） � 平成28年８月15日 

写
真
で
見
る
県
大
会・妙
高
市
大
会



5 ひとくち情報 ７月７日㈭　第１回公民館月報編集委員会　新潟市中央公民館　事務局出席

わ
か
り
や
す
い
内
容
で
、期
待
ど
お
り
の
成
果
の
あ
る
講
演

に
な
り
ま
し
た
。

４　
昼
食　
休
憩

　

弁
当
は
、地
元
の
名
産
品
を
入
れ
る
な
ど
工
夫
さ
れ
た
中

身
で
大
好
評
。

　

休
憩
中
に
は
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
物
品
販
売
が
行
わ

れ
賑
わ
い
ま
し
た
。
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
の
生
演
奏
も
行
わ
れ
参

加
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

５　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

妙
高
高
原
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
・
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
は

圧
巻
で
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
演
奏
す
る

バラエティーな弁当

昼食の様子

物販は地元の名産品

公民館活動から生まれたジャズバンド

ス
テ
ー
ジ
ド
リ
ル
演
奏
に
会
場
か
ら
大
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

中
学
生
が
、本
大
会
に
出
演
す
る
の
は
初
め
て
で
歴
史
的

な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

６　
事
例
発
表

　

主
管
地
を
除
く
３
地
区
か
ら
の
代
表
が
事
例
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

　

近
藤
文
子
、久
保
聡
一
朗（
新
潟
市
代
表　

新
潟
市
西
地
区

公
民
館
）、牛
木　

治（
中
越
地
区
代
表　

南
魚
沼
市
中
央
公

民
館
）、清
田　
亮（
下
越
地
区
代
表　
阿
賀
町
公
民
館
）

動いて演奏　ステージドリル演奏

４人のサックス　ソロ演奏

近藤　文子氏

久保聡一朗氏

　

本
紙
で
は
、新
潟
市
西
地
区
公
民
館
の
事
例
は
７
５
７
号

（
３
月
号
）の
実
践
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
済
み
な
の
で
、牛
木
氏

と
清
田
氏
の
発
表
を
順
次
実
践
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

７　
閉
会
式

　
⑴
大
会
旗
引
き
継
ぎ

　

�　

来
年
度
の
大
会
は
見
附
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
大
会

の
実
行
委
員
長・
山
本　

毅
氏
か
ら
見
附
市
の
刈
屋
正
人

氏
に
大
会
旗
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　
⑵
閉
会

　

�　
予
定
ど
お
り
、15
時
10
分
に
全
日
程
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

上
越
地
区
の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
妙

高
市
の
み
な
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。�

（
田
原
）

牛木　　治氏

清田　　亮氏

引き継ぎ

刈屋正人氏のあいさつ

№762（第３種郵便物認可） 	 平成28年８月15日 
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シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

実
践

記
録
実
践

記
録221

日本語交流教室  参加者募集中
� ～外国の方々の拠りどころです～

南魚沼市中央公民館・大和公民館

【
講
座
の
概
要・目
的
】

　

日
本
語
交
流
講
座
は
、定
住
を
目
的
に
魚
沼
地

域
で
暮
ら
す
外
国
人
を
対
象
と
し
た
日
本
語
や

日
本
の
生
活
習
慣
を
学
ぶ
教
室
と
し
て
、市
内
２

会
場
で
毎
週
１
回
づ
つ
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
央

公
民
館（
旧
六
日
町
）会
場
は
毎
週
水
曜
日
午
後

６
時
よ
り（
す
こ
し
休
講
し
て
お
り
ま
し
た
が
８

月
よ
り
再
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。）、大
和
公
民
館

（
旧
大
和
町
）会
場
は
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
よ

り
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
運
営

さ
れ
る
、日
本
語
指
導
を
通
し
て
外
国
人
と
の
交

流
を
行
な
う
ユ
ニ
ー
ク
な
講
座
と
し
て
地
域
に

欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
日
本
語
交
流
教
室
の
こ
れ
ま
で
】

　

外
国
籍
の
お
嫁
さ
ん
の
増
加
、『
国
際
大
学
Ｉ

Ｕ
Ｊ
』の
開
校
に
よ
る
留
学
生
の
増
加
を
背
景
に

南
魚
沼
市
を
中
心
と
す
る
魚
沼
地
域
は
人
口
に

占
め
る
外
国
人
の
居
住
割
合
が
高
い
地
域
と

な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で
長
く
暮
ら
す
た
め
に
は

欠
か
せ
な
い
語
学
力
、特
に
日
本
語
を
学
ぶ
環
境

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
魚
沼
地
域
、こ
の
よ
う
な

背
景
が
生
じ
た
結
果
、地
域
か
ら
日
本
語
を
学
ぶ

こ
と
へ
の
要
求
が
高
ま
り
ま
す
。
一
部
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ァ
に
よ
る
教
室
は
あ
っ
た
も
の
の
、組
織
と

し
て
の
活
動
は
な
く
、議
会
の
働
き
か
け
も
あ

り
、公
民
館
事
業
と
し
て
立
ち
上
が
り
ま
す
。
平

成
17
年
に
発
足
し
、10
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、10
年
続
い
た
こ
と
で
地
域
に
お

け
る
外
国
か
ら
来
た
人
た
ち
の
拠
り
所
と
な
り
、

地
域
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
事
業
と
な
り
ま

し
た
。

【
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
】

　

こ
の
教
室
を
継
続
さ
せ
て
ゆ
く
た
め
に
重
要

な
こ
と
は
指
導
者
養
成
を
行
い
な
が
ら
指
導
者

の
確
保
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、市

民
の
み
な
さ
ま
だ
け
で
な
く
市
役
所
も
含
め
、日

本
語
教
室
を
広
く
周
知
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
地
域
で
義
務
教
育
年
齢
以
外
の
人
た
ち
へ

の
日
本
語
支
援
は
こ
の
教
室
し
か
な
く
、何
と
か

継
続
し
、お
互
い
の
文
化
を
理
解
し
な
が
ら
共
生

す
る
た
め
国
際
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
か
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
南
魚
沼
市
に

外
国
籍
の
方
が
い
る
限
り
こ
の
教
室
は
な
く
せ

ま
せ
ん
。

�

（
南
魚
沼
市
中
央
公
民
館　
牛
木　
治
）

№762（第３種郵便物認可） � 平成28年８月15日 

六日町教室の様子

大和教室の様子

事 業 名 目的・事業内容等

料理講習 日本料理（海苔巻き、笹だんご等）、ケーキ作り、
キムチ作り、フィリピン料理等

一品料理持ち寄り
パーティ

自分の国の料理を持ち寄り、食事会を開催
随時開催

春節祭 魚沼市日本語教室と合同で春節祭に合わせ、一品
料理をお持ち寄り、食事会・カラオケ・ゲーム等

市役所等の
手続き説明

・住民票（外国人登録証）等の手続き
・�学校制度、進学、日本語支援（学校で）等の説明会
・病院のかかり方講習会

レクリエーション・
研修旅行

・坂戸山、六万騎山等ハイキング
・山菜ハイキング
・海水浴（柏崎海岸）
・長岡丘陵公園等へのバス研修旅行

ホームビジット等 ・着物の着付け
・お茶会、料理講習、雛祭り

日常生活相談等 ・高校進学相談、遺産相続等の相談、日常生活相談等々
・病院引率

交流会
・参加者が再来日時：スキー引率、歓迎会の開催
・参加者国訪問：食事会、観光案内
・雛祭り会等の行事開催

その他

・参加者の出産祝い
・AED講習
・免許取得のための講習（日本語指導の中で）
・視察研修（山形県）
・指導者講習会

【現在までに教室スタッフで行ってきた主な事業等】

開催回数 参加者計 指導者計 指導者数 備　　考

六日町教室 32回 69人 75人 ３名 巻寿司講習会、長岡丘陵公
園研修旅行、ホームビジット、
着物着付け等実施大 和 教 室 42回 250人 128人 ７名

合　計 74回 319人 203人 10名 参加者・指導者数は累計

【平成27年度教室開催実績】
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手
作
り
で
楽
し
さ
　

　
　
　
い
っ
ぱ
い

籐と
う
細
工
ク
ラ
ブ

　

平
成
６
年
に
公
民
館
の
講
座
か

ら
生
ま
れ
た
ク
ラ
ブ
で
す
。
21
年

目
で
会
員
23
名
、豊
浦
地
区
公
民
館

で
毎
週
水
曜
日
の
夜
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
籐
細
工
の
魅
力
は
、作
り
上
げ
る

楽
し
さ
や
、作
っ
た
物
を
使
う
楽
し

さ
が
あ
り
ま
す
。
又
、自
分
が
作
っ

た
作
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
、

と
て
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
で
、

そ
う
い
う
楽
し
さ
も
あ
り
ま
す
。

材
料
の
籐
は
市
販
の
物
、最
近
は
ア

ケ
ビ
の
つ
る
、ク
ル
ミ
、山
葡
萄
の

皮
な
ん
か
を
利
用
し
て
バ
ッ
グ
、財

布
、人
形
、お
花
等
を
作
っ
て
い
ま

す
。
編
み
始
め
る
と
集
中
し
て
、時

CirCle
サークル交流

間
が
立
つ
の
も
忘
れ
て
没
頭
で
き

ま
す
。

　

秋
に
は
地
域
の
文
化
祭
の
作
品

展
に
１
年
間
の
出
来
栄
え
を
発
表

し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
バ
ッ
グ
や
か

ご
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
新
発
田
市・籐
細
工
ク
ラ
ブ

�

木
滑
二
十
子　
記

　
上
越
市・新
道
公
民
館
卓
球
フ
レ
ン
ド
リ
ー

�

渡
辺　
裕
子　
記

参
加
で
す
。

　

会
の
モ
ッ
ト
ー
は
、ま
ず
ケ
ガ

を
し
な
い
事
、無
理
を
せ
ず
手
の
届

か
な
い
球
は
諦
め
る
事
、勝
敗
に
は

拘
ら
ず
楽
し
む
事
で
す
。

　

毎
回
ボ
ケ
防
止
も
兼
ね
た
準
備

運
動
か
ら
始
ま
り
、好
プ
レ
ー
に
は

盛
大
な
拍
手
を
、珍
プ
レ
ー
に
は
遠

慮
な
く
大
声
で
笑
い
、体
全
体
で
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
日
が
楽
し
み
で
、故
障
で
プ

レ
ー
が
で
き
な
い
人
で
も
み
ん
な

と
笑
い
た
い
と
顔
を
見
せ
て
く
れ

ま
す
。
そ
ん
な
和
や
か
な
グ
ル
ー

プ
で
少
し
で
も
健
康
寿
命
を
延
ば

せ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

笑
っ
て
楽
し
く
　
　

　
　
　
ピ
ン
ポ
ン
で

卓
球
フ
レ
ン
ド
リ
ー

　
勢
い
よ
く
白
球
が
飛
び
交
う・・・

そ
ん
な
光
景
と
は
か
け
離
れ
た〝
ピ

ン
ポ
ン
〟の
同
好
会
で
す
。

　

活
動
は
、月
曜
午
後
の
２
時
間
。

会
員
は
15
名
で
す
が
、他
の
行
事
や

体
調
な
ど
で
、毎
回
10
名
く
ら
い
の

　昨年４月から阿賀町公民館に来られた斎藤祐之
館長を紹介します。
　館長の活動は、朝出勤してそのまま館内外をぐ
るりとまわり、ゴミや不要な掲示物がないか、設備
はきちんと動くか等々をチェックするところから
始まります。
　開館時間からは公民館利用者やお問い合わせの
お客様に丁寧に応対し、ご自身でコーヒーもお出
しすることもあります。また小学生対象のキャン
プ事業では火起こしをやってみせるなど、自ら動
く館長でもあります。
　館長は社会教育課長も併任しているため、生涯学
習・スポーツ・文化財と多岐にわたる業務の舵取り
役もしています。ともすれば前例を疑うことなく
仕事を進めがちな我々職員に対し、さらに充実する
内容や効率的な実施方法を求めることもしばしば
で、公民館の仕事の質は向上したように思います。
　今後も阿賀町公民館長として幅広い活躍を期待
しております。
（阿賀町教育委員会社会教育課主任  阿部  泰之  記）

阿賀町公民館

館長　斎藤　祐之さん

今年の４月から配属になった石
倉泰（とおる）さんを紹介します。
世界遺産候補の佐渡鉱山（相川
金銀山）のある旧相川町出身。石
の蔵（倉）を持つという由緒正しい
家系。名字「石倉」は島内で２軒の
み。なんと重い響きでしょうか。石蔵には黄金が満
載だったと伝えられているが、真偽のほどは後日の
研究調査にお任せ。
さて、ご本人は「石の倉さん」ですが、フットワーク
は軽快そのもの。佐渡トライアスロンは朝飯前のト
レーニング。ホノルル・ニュ－ヨーク・シカゴマラソ
ンは勿論のこと、今年はプラハマラソン（なんとオバ
マ大統領のノーベル平和賞の講演地）に参加完走。ま
さに公民館に打って付けの人物。しかるに固定評価
（税）・地籍図・登記のエキスパート。
いま彼との話題の中心は老朽廃屋の処分問題。法律の
限界を感じますが、真剣に取り組むべき課題（地味な政
策なので政治家は尻込み？）でありよく議論しています。
公民館事業はもちろん、佐渡の将来を見据えて大
いに議論しています。
「自由議論無くして前進なし」

（佐渡市佐和田地区公民館　本間俊一郎　記）

佐渡市佐和田地区公民館

主任　石倉　　泰さん

№762（第３種郵便物認可） 	 平成28年８月15日 
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定
年
１
年
前
に
退
職
し
、現
在
、

悠
々
自
適
な
第
２
の
人
生
を
謳
歌

し
て
い
ま
す
。

退
職
後
は
、「
地
域
づ
く
り
大

鹿
」と
い
う
地
区
公
民
館
の
事
務

局
長
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
、私
の
住
む
大
鹿
地
区
で

は
、新
潟
県
が
行
う
地
域
づ
く
り

活
動
の
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、

大
学
生
が
調
査
の
た
め
、地
域
を

訪
れ
て
い
ま
す
。こ
の
活
動
に
協

力
す
る
こ
と
で
、若
い
皆
さ
ん
か
ら

元
気
や
刺
激
を
貰
っ
て
い
ま
す
。

趣
味
の
話
に
な
り
ま
す
が
、私

は
以
前
か
ら
和
紙
に
興
味
を
持
っ

て
お
り
、15
年
く
ら
い
前
か
ら「
紙

漉
き
」を
始
め
ま
し
た
。
自
分
で

言
う
の
も
何
で
す
が
、趣
味
の
域

を
超
え
る
腕
前（
出
来
栄
え
）に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、微

力
な
が
ら
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
広

く
和
紙
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
私
は
、若
い
頃

か
ら
野
球
の
審
判
を
務
め
て
い
る

の
で
す
が
、こ
ち
ら
も
経
験
年
数

が
30
年
を
超
え
、長
い
活
動
に

な
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
を
重
ね
、

身
体
は
キ
ツ
イ
の
で
す
が
、子
供

た
ち
と
の
触
れ
合
い
は
、私
を
元

気
に
し
て
く
れ
ま
す
。

い
ず
れ
の
活
動
も
こ
れ
ま
で
長

く
、そ
し
て
、楽
し
く
活
動
出
来

た
の
も
家
族
を
始
め
、職
場
や
地

域
の
理
解
と
協
力
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、家
庭
を
大
事
に
し
つ

つ
、地
域
貢
献
が
出
来
る
よ
う
、積

極
的
に
地
域
事
業
に
関
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
趣
味
と
特
技
を
生
か
し
て

　
　
　
　
　
地
域
と
関
わ
る
」

望
月
　
志
伸

（
妙
高
市
）

気

す

元

で

か

お

※「
お
元
気
で
す
か
」の
コ
ー
ナ
ー
は
現
役
を
リ
タ
イ
ア
し
た
方
が
そ
の
後
も
元
気
に
活
動
し
て
い
る
様
子
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

社
団
懇
総
会
が
７
月
22
日

（
金
）に
新
潟
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
会
議
の
内
容
は
下
記
の
と
お
り

で
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

１　

�

平
成
27
年
度
事
業
、収
支
決

算
報
告
、会
計
監
査
報
告

２　
平
成
28
年
度
役
員
選
出

３　

�

平
成
28
年
度
事
業
計
画
、

予
算

　

今
年
度
の
役
員
は
、任
期
２
年

目
で
前
年
度
役
員
が
全
員
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
会
長
に
早
川
寿
男
県
公
連
会
長

が
、県
公
連
が
事
務
局
を
担
当
し

ま
す
。

　

会
議
後
、研
修
と
し
て
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

県生涯学習推進課　加茂辰也課長あいさつ

生涯学習協会　平山征夫会長の講演

る
」な
ど
の
反
響
が
あ
っ
た
と
か
。

　

最
近
は
、亭
主
関
白
な
ど
と
い
う

言
葉
は
死
語
に
等
し
い
と
か
。同
感
。

ご
同
輩
の
お
父
さ
ん
、言
っ
て
み
た

い
の
は
気
持
ち
だ
け
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
一
時
の
心
の
迷
い
は
嵐
の

元
。家
庭
の
平
和
は
大
事
で
す
。

�

（
田
原
）

　
先
日
の
日
報
。〈
私
も
ひ
と
言
〉欄
。

「
お
ー
い
お
茶　
言
っ
て
み
た
い
な　

一
度
だ
け
」こ
れ
に
感
想
寄
せ
た
人

多
数
。
男
性
が
多
く「
一
度　

言
っ

て
み
た
い
。今
日
帰
っ
た
ら
言
お
う
。

や
っ
ぱ
り
明
日
に
」「
お
ー
い　

な

ん
て
言
っ
た
ら
つ
る
し
上
げ
ら
れ

事
務
局
長
の

つ
ぶ
や
き

〈
新
潟
県
社
会
教
育
団
体
懇
話
会（
社
団
懇
）開
催
〉

道 路 ふ れ あ い 月 間

毎年８月は「道路ふれあい月間」です。

『道きれい　そんな所は　人きれい』
国土交通省平成28年度「道路ふれあい月間」推進標語最優秀賞（代表標語）

高橋昂太郎さん （秋田県 湯沢市立皆瀬中学校）の作品

新潟県道路整備協会
会長（田上町長）　佐　藤　邦　義

新潟市中央区新光町４-１　新潟県自治会館内
TEL 025（285）0041　　FAX 025（285）1609

№762（第３種郵便物認可） � 平成28年８月15日 


